
【日 時】    平成 27 年 12月 17 日（木）      10:30～12：00 

【場 所】    いわき地域復興センター 

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾 74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:30～11:30 

  ２．質疑・応答    11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10 名（※事前の予約が必要となります。） 

  

 

 

  第 41 回ミニ相談会を実施します。今回は、いわき復興支援・観光案内所 四家正直氏を講師

にお迎えし、当案内所がこれまで実施してきた「いわき市スタディツアー」等の取組み内容について

お話しいただきます。また、ツアーに参加した県外の方々が、被災地を目にし、どう感じたのか等に

ついてもお話しいただく予定です。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要と

なりますので、当センターまでお問合せ下さい。 

 

～第 41回ミニ相談会テーマ～                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）またはFAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、 

ぜひご覧下さい。 

 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますのぜひ


 

 

 

   

  

 

【日 時】 平成 27 年 12 月 17 日（木） 10：30～12：05 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【参加人数】9名（男性 6名 女性 3名） 

 

今回のミニ相談会では、いわき復興支援・観光案内所の四家氏をお招きし、当案内所が実施して

きた「スタディツアー」等の取組み内容、また県外からのツアー参加者が被災地を目の当たりに

し、どのように感じたのかお話を伺いました。 

 

＜第 41 回ミニ相談会テーマ＞ 

 

                                                                                                                                                                     

 

 

【1】いわき市の観光事業動向 

～過去・現在の観光交流人口の変化について～ 

 

【2】いわき復興支援・観光案内所の業務内容 

～いわき市被災地視察・団体の訪問人数～ 

 

【3】スタディツアーとは 

 

 

 

 

 

いわき復興支援・観光案内所はいわき市から委託を受け、2012 年 10 月から事業を始めており

ます。主な内容は、いわき市を全国にお知らせをして告知し、被災地の状況を見ていただくスタ

ディツアーに参加していただく活動を行っております。 

 

 

１．講師の先生のお話 

<四家 正直 氏> 



 

 

 

 

《現在・過去の観光交流人口の変化について》 

観光交流人口の 2009 年～2014 年までのいわき市の調査によりますと、震災前の 2009 年までは

1000 万人以上の方がいわき市にいらしておりました。震災後の 2011 年には、360 万人に減少して

おりましたが、2014 年には 770 万人にまで観光客を伸ばすことができました。いわき市では、平

均 1000 万人以上を目標にしていたのですが、残念ながら 1000 万台に到達しておりません。 

自然界観光地動向では、被災地である豊間/薄磯地区では、震災前は 31 万人の方が海水浴や元

朝参りで訪れておりました。現在は、豊間/薄磯地区・久之浜地区・新舞子海岸は海開きができて

いない状況ですので、震災後の観光人口の統計が取れないため 0 人となっております。四倉・勿

来地区は 2013 年に海開きを再開しました。震災前は 10 万人から 20 万人が訪れていたのですが、

震災後は 9割減の 1万人から 2万人程しか集客できておりません。夏井川渓谷は 12万人、三崎公

園の観光人口は大幅な目減りはございません。理由として、高台にあること、放射線の除染済み

であるということです。 

観光施設・宿泊施設動向では、勿来の関・石炭化石館・塩屋崎灯台については、2011 年から 2

年ほどは減少しておりますが、震災から 4 年経った現在は徐々に観光人数が増えております。ア

クアマリンふくしまは、2010 年は 250 万人の集客がございました。震災以降は横ばいになってお

りましたが、2012 年以降 2014 年までは増えつつございます。アクアマリンふくしま、ハワイア

ンズの宿泊施設も同様にいえることですが、津波や地震の影響で崩れた建物を再開したこと、い

わき市のキャラバン隊が東京方面へ出向き、告知宣伝をしたことが重要なポイントだと思います。

また、ハワイアンズは、年々修学旅行生が増えていて、今年は 12 月だけで 4校の予約がございま

す。一企業として誘致合戦を繰り広げているのは、復興につながっていると思っております。い

わき湯本温泉は、2010 年の 59 万人を筆頭に 2014 年は 32 万人の観光数となっております。約 26

万人が減少しております。いわき湯本の温泉組合も告知宣伝はしておりますが、厳しい状況です。

また、風評被害も関係しているのではないかとも思っております。 

 

 

《いわき市被災地視察・団体訪問人数》 

2012 年～2015 年までにいわき市に訪れた団体数は 205 団体、延べ 7474 名の方がいわき市を訪

れております。昨年 2014 度～2015 年度にかけて、1000 人多くいらしております。各種団体の方

に伺いましたところ、震災後 1～2年は被災地を見学したい気持ちはありますが、忍び難いため控

えておりました、というお声が多くございました。震災から 3年ほど経過したころに、復興状況

を含めてお話を伺いたいとの申し出が多くなってきております。団体の受け入れに付随するのが、

語り部さんです。現在のところ語り部さんは、久之浜地区で 6名、平 1名、常磐湯本１名、小名

浜１名、豊間/薄磯地区に 4名、合計 13 名の語り部さんがおります。団体で訪れる方々は、震災

を体験した語り部さんのお話に興味を持たれ、いわきへ訪れております。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講師資料抜粋> <講師資料抜粋> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講師資料抜粋> 



 

 

 

 

《スタディツアーとは》 

2012 年 10 月から「被災地の現状を発信」をする目的でスタディツアーを開始しました。被災

地の現状、震災体験や教訓をお伝えすることにより、防災・減災について考える機会を提供する

ため、各種団体の視察受け入れを行っております。ツアーに参加される方は主に、社会福祉協議

会・老人クラブ・学校関係・企業の労働組合の方々がいわきの地に訪れております。また、視察

団体の都道府県別では、東京都、茨城県、九州地方では鹿児島県、長崎県が多く参加されており

ます。関東近郊ですと交通の便がよく、いわきに来やすいことが大きな理由の一つだと思ってお

ります。九州の団体さんは、大半を修学旅行生が占めており、会津でスキーをした帰りにいわき

へ立ち寄り、語り部さんの話しを伺いながら視察するパターンが多いです。年代別で見ますと、

震災当初は、50代～60 代の方に多くご参加いただいておりました。現在は 10 代～20代の若年層

が増加傾向にございます。ツアーに参加いただいた方からは、新聞やニュースで知っていること

と、実際この目で見ることは全く違うと感じました、被災地を見学できて良かった、語り部さん

の体験談が良かったなどのお声をいただいております。 

視察コースは、みろく沢/薄磯コース、小名浜/薄磯コース、薄磯/久之浜コース、久之浜/北コ

ースの 4 コースございます。詳細は、いわき復興支援・観光案内所のウェブサイト上に掲載して

おりますので是非ご覧いただき、いわき市民の方もご参加していただきたく思います。 

 《HP:いわき復興支援・観光案内所より抜粋》 



 

 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の中

で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・質

問等をご紹介します。 

 

Q.南相馬市ではスタディツアーは行っているのですか？ 

A.行っております。視察ルートも決まっています。 

 

Q.海岸へはいけるのですか？ 

A.行けます。震災後、津波がきた影響でプレートが 1m先に陸地が進んでおり、その影響で砂浜

が少なくなり地盤沈下もおきているのも現状です。 

 

Q.震災や津波の影響で、家屋の全壊や一部損壊で大抵の方が被害をうけたと思いますが、被害

データが確認できていない地区はありますか。 

A.勿来地区は広範囲に広がっておりますので、正確なデータが取れず右往左往で分かりづらい

状況です。現在でも、り災証明の再発行があるということは、震災は終わっていないと思ってお

ります。 

 

Q.個人的には、福島第一原発の視察ツアーなどがあってもよいかと思いますが、可能性はあり

ますか。 

A.福島第一原発近辺までいくとなると、いわき市との協議になります。バスから降りて第一原

発の場所は確認できますが、語り部さん達はじっくり話しをすることができない、と仰っており

ます。 

 

Q.富岡駅は一般の方も入れるのですか。 

A.富岡駅は避難準備区域になっておりますので、入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講師資料抜粋> 

2. 質問コーナー・交流タイム   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 42 回ミニ相談会 1月 21 日（木）10：30 

いわき明星大学 教員談話室（本館 1F）で実施致します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 

 

 


